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ＮＨＫ厚生文化事業団 平成１７年度事業報告 

 

 わが国の社会福祉は介護保険制度、支援費制度の導入で大きく変わりましたが、制度の持続

可能性の視点等から見直しが行われ、平成１７年の介護保険制度改正、障害者自立支援法の成

立によって更なる転換期を迎えました。また、発達障害者支援法が施行され、課題であった発

達障害に対する総合的な支援施策への取り組みがスタートしました。 

一方、視聴者・国民の福祉ニーズは、ますます拡大・多様化しており、いっそうきめ細かな

福祉サービスが求められています。 

 平成１７年度、当事業団はＮＨＫ関連の社会福祉法人として、このような社会情勢の変化を

踏まえ、視聴者・国民のニーズに応えるさまざまな福祉事業を実施しました。 

特に、障害者福祉・高齢者福祉を基軸とした各種支援事業や情報提供、ボランティア促進事

業など、ＮＨＫとの緊密な連携の下に公共放送ならではの福祉活動の展開をはかり、「心豊か

な福祉社会の実現」に努めました。 
 

＜平成１７年度の主な実施事業＞ 

 

○発達障害児支援への取り組み 

発達障害者支援法の施行を踏まえ、ＬＤ（学習障害）、ＡＤＨＤ（注意欠陥多動性障

害）など、発達障害のある子どもたちのための相談会やフォーラムを開催して発達障害

児に対する支援を強化しました。 

 

○第４０回ＮＨＫ障害福祉賞の実施 

記念イベント「ともに生きるつどい」を開催するとともに、入選作品集「自立と共生

をめざして」を発行し、障害福祉への共感と反響を呼びました。 

 

○福祉ビデオ「ホスピス」の制作・動画配信 

当団作成「ホスピスガイドブック」の反響に応えて「ホスピス」ケアの実際や利用法

を紹介する福祉ビデオを制作し、その概要をホームページで動画配信するとともに、全

国の地域がん診療拠点病院などの関係団体に配布・利用に供しました。 

 

○「福祉相撲号」等、福祉機器の寄贈 

ＮＨＫ福祉大相撲の益金により、福祉車両１０台を各地の福祉施設・団体に寄贈した

ほか、ＮＨＫ歌謡チャリティーコンサートの益金で高齢者福祉施設（３か所）に「車い

す付介護浴槽」、全国２０の福祉施設に「音声ガイド付視覚障害者用パソコン」を贈呈

しました。 

 

○ＮＨＫハートフォーラムの開催 

広く社会福祉の向上に資するため、障害者福祉・高齢者福祉・ボランティアをテーマ

とするＮＨＫハートフォーラムを全国各地で開催（３９回）しました。
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１．障 害 者 福 祉 事 業 

 

（１）こどもの発達相談会および療育キャンプ 

    近畿、中部、九州地域において、ことばや発達の遅れた子どもや親のための定例相談会

を実施するとともに、東京、近畿では学習障害等の相談会を実施した。 

 

  ア．定例相談会 

    近畿、中部、九州で１３回実施した。知的や言語の発達のおくれや、自閉症、重複障害

などの子どもの相談が多かった。 

     近 畿  ５回  相談件数   ７１件 

     中 部  ４回  相談件数  ２５４件  *ｸﾞﾙｰﾌﾟ相談形式 

     九 州  ４回  相談件数   ４４件 

      

  イ．母と子の療育キャンプ 

    東京と近畿では、これまで定例相談会に参加した子どもと母親を対象に「母と子の療育

キャンプ」を行ってきたが、さらに利用者のニーズにあったプログラムを開発するため今

年度は休止し、中部のみ実施した。 

    中部の「ＮＨＫやまびこキャンプ」は２２回目を迎え、愛知教育大学障害児教育講座の

協力により実施した。 

      

     中 部 ８月５日～７日 愛知県豊田市 旭高原元気村 参加者 １９組 

                  

  ウ．ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉症教育相談会 

    「定例相談会」から、ＬＤやＡＤＨＤ児に関する相談を独立させ、近畿支局では平成１２

年度から「ＬＤ教育相談会」、東京では平成１３年度から「ＬＤ・ＡＤＨＤ・高機能自閉

症教育相談会」（平成１７年度より、「ＬＤ相談会」を名称変更）として実施している。 

     東 京  ４回  相談件数   ５９件 

     近 畿  ２回  相談件数   ３５件 

 

（２）肢体不自由児・者の療育活動 

肢体不自由児・者の療育キャンプを肢体不自由関係団体と共催・協力により各地で実施

した。夏季、冬季の野外活動を通じて、参加者の自立と社会参加を促進し、あわせて交流

の輪を広げた。 

 参加者 

ア．第３７回フレンドシップ・キャンプ 

          ８月１６日～１８日  大阪府立少年自然の家         ６６名 

イ．第３７回高木記念山中キャンプ 

         ①８月２２日～２４日  山梨県山中湖村            ７０名 

         ②８月２６日～２９日  山梨県山中湖村            ６８名 

   ウ．第１７回雪と遊ぼう 親と子の療育キャンプ 

          １月７日～９日    新潟県南魚沼市            ９３名 (平成１８年) 

   エ．第３３回雪あそびのつどい 

          ２月５日～６日    兵庫県千種町             ５０名 
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（３）ＮＨＫハートフォーラム（障害福祉・発達障害福祉）の開催 

    「自閉症」のほか、最近関心が高まっている「学習障害(ＬＤ)」「注意欠陥多動性障害

（ＡＤＨＤ）」などについての取り組みを強化し、各地の放送局や関係団体と共催で  

「ＮＨＫハートフォ－ラム（障害・発達障害）を１４回開催した。 

     

○障害福祉                                  参加者 

   ６月２１日 佐賀県江北町「ろう俳優と子どもたちの交流体験」        １０４名 

７月２４日 東京都豊島区「冨貴子先生のおしゃれな料理教室」         ２７名 

   （平成1８年） 

３月 １日 和歌山県和歌山市「新垣 勉と本上まなみの君に贈る歌」    １,２００名 

                                    合 計：１,３３１名 

 

○発達障害福祉                                 参加者 

６月 ５日 富山県富山市「高機能自閉症・アスペルガー症候群について考える」２９０名 

６月１９日 和歌山県和歌山市「ネットワークで考える特別支援教育」    ３２０名 

６月２６日 大阪府大阪市「発達障害者のある本人・家族への支援に向けて」１,７００名 

７月 ３日 静岡県静岡市「特別支援教育のよりよき実現に向けて」     ４０３名 

７月１０日 北海道札幌市「ＬＤの基本理解と具体的支援」        ２６２名 

７月３０日 新潟県新潟市「特別支援教育モデル事業の報告と今後の展望」  ４２０名 

９月１９日 愛媛県松山市「特別支援教育を実現するためのネットワーク作り」 ３７２名 

１１月１９日 大分県大分市「ＬＤ及びＡＤＨＤ児・者を支援するために」    ２６５名 

１２月１１日 大阪府大阪市「軽度発達障害の基礎と実践講座」        ３５２名 

（平成１８年） 

１月１４日 鹿児島県鹿児島市「自閉症児・者を支えるために」        ５１５名 

３月 ４日 東京都杉並区「軽度発達障害のある人の特性をのばし、就労につなげる」 

 ３４０名 

                                   合 計：５,２３９名 

 

（４）第４０回ＮＨＫ障害福祉賞 

    障害のある人の体験記録や、障害児・者の教育や福祉の分野での実践記録に贈るＮＨＫ

障害福祉賞は第４０回目を迎えた。ＮＨＫが共催となり、テレビ･ラジオにより全国に周知

が行き届き、これまで最多の応募数となった。また、４０回を記念して「ともに生きる」

をテーマにＮＨＫふれあいホールで贈呈式とイベントを実施した。 

 

   第１部門 障害のある本人の部門 

   第２部門 障害のある人とともに歩んでいる人の部門 

 

   応 募 数 ４２４編（第１部門:２９５編、第２部門:１２９編） 

入 選 作 

   最 優 秀      「頭がチーズだったから」       杉田 知代子（静岡県） 

優  秀（第１部門）「親子連動型軽度発達障害」      笹森 理絵 （兵庫県） 

「私の見つめた歳月」         鈴木 みのり（静岡県） 

（第２部門）「劇への参加が娘に残してくれたもの」 菊池 みどり（鳥取県） 

             「当社での障害者雇用での「であい」」 中堀 良子 （三重県） 

  矢 野 賞      「中途失明～ある冬の朝の出来事」   内田 捷治 （東京都） 
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  佳  作  ５ 編 

    また、入選作品は「入選作品集～自立と共生をめざして」として刷成し、広く頒布した

ほか、朗読による音声版（テープ）の入選集を作成し、全国の点字図書館や視覚障害の応

募者などに提供した。 

    また、今回の入選作品のうち３作品が、「福祉ネットワーク」(平成１７年１２月５日 

～７日ＮＨＫ教育テレビ)で放送された。最優秀の杉田さんの作品は大きな反響をよび、 

茨城放送（民間ラジオ局）では、全文が朗読で紹介された。 

     

   第４０回ＮＨＫ障害福祉賞 記念イベント～ともに生きるつどい～ 実施 

    記念イベントは、１２月３日ＮＨＫふれあいホールを会場にして行った。 

   第１部では、過去入賞された視覚障害の清水紘子さんがピアノの演奏を披露した。 

   第２部の贈呈式は、最優秀、優秀、矢野賞の入選者と畠山ＮＨＫ理事や選考委員が出席し

て行われた。 

    第３部では、１７年度の最優秀杉田知代子さんをはじめ、これまでに入賞された天野英

一郎さん（クーゲルベルグ・ベランダー病）、長谷川しのぶさん（お子さんが自閉症）、

清水紘子さんが参加し「ともに生きる」社会をつくるにはどうしたらよいかをテーマに、

元ＮＨＫ解説委員の村田幸子さんの司会で話し合った。 

    第４０回を迎えたＮＨＫ障害福祉賞はニュース等で放送される機会が多く、入選作品集

の問い合わせや申し込みが多数あった。 
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（５）第１０回ＮＨＫハート展 

    障害のある人が創作した詩に、各界で活躍する著名人などが詩のイメージで絵を描き、

併せて展示する「ＮＨＫハート展」を平成６年度から開催してきた。 

第１０回ＮＨＫハート展は、平成１７年度内に全国１２会場で開催され、あわせて７万

５,３２４人が入場し、これまでの最高の入場者数となった。 

    また、第１１回ＮＨＫハート展は、日本全国からこれまでの応募作品数としては一番多

い４,８９８編の詩が寄せられた。その中から５０作品が選ばれ、画家や著名人の絵などが

添えられた。 

これらの作品は、平成１８年３月７日から１２日まで開催した日本橋三越での東京展を

始めとして、平成１８年度内に神戸市、静岡市など１４か所で巡回展を開催する予定。 

 

 

■第10回ＮＨＫハート展 入場者数（12会場） 

東 京 展 
（平成17年） 

3月 1日（火）～ 3月 6日（日） 
日本橋三越 9,271名

神 戸 展 6月19日（日）～ 6月30日（木） ＮＨＫ神戸放送局 放送会館 1,313名

和 歌 山 展 8月 5日（金）～ 8月10日（水） 和歌山近鉄百貨店 4,546名

大 阪 展 8月12日（金）～ 8月19日（金） 国際障害者交流センタービッグアイ 1,290名

山 口 展 9月14日（水）～ 9月30日（金） ＮＨＫ山口放送局 放送会館 2,964名

静 岡 展 10月15日（土）～10月30日（日） 
静岡県コンベンションアーツセンタ

ー・グランシップ 
7,083名

熊 本 展 11月 3日（木）～11月11日（金） くまもと県民交流館 パレア 1,131名

福 岡 展 11月13日（日）～11月23日（水） ＮＨＫ福岡放送局 放送会館 2,339名

東 京 展 11月26日（土）～12月11日（日） ＮＨＫスタジオパークギャラリー 31,613名

福 島 展 12月14日（水）～12月25日（日） こどもの夢を育むこむこむ 2,330名

松 山 展 
(平成18年) 

2月11日（土）～ 2月17日（金） 
三越松山店 5,600名

長 野 展  2月24日（金）～ 3月 1日（水） ながの東急百貨店 5,844名

合 計 ７５，３２４名
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（６）ＮＨＫハート・ストリート 

    ＮＨＫは福祉キャンペーンを推進するため、今年度「ＮＨＫハート・プロジェクト」を

発足させた。ＮＨＫハート・ストリートはそのイベントの一つで、渋谷駅からＮＨＫまで

の公園通りを障害者のアートで飾り、街行く人々に親しんでもらい、併せて障害者理解を

深めてもらおうと始めた。 

 

実施期間 １０月３１日～１１月２４日 街路灯フラッグに絵画掲出  ４８８点 

       １１月１２日～１２月２５日 ショーウインドーに絵画展示  ８０点 

 

オープニングイベント 

       １１月１２日（土） 午後３時～午後３時３５分 

        場所  マルイシティー渋谷１階入口前 

        出演  歌とトーク アツキヨ（ギター＆ボーカルに手話をとり入れた２人組） 

                       作画者２人参加 

  協力団体 

絵画は、東京都立養護学校（中野、港、青鳥、光明）、神奈川県立養護学校（保土ヶ谷、

鶴見、瀬谷）、日本肢体不自由児協会、東京都知的障害者育成会、日本チャリティ協会

などの団体や個人。 

    街路灯や店舗については、渋谷区公園通商店振興組合。 

 

（７）スポーツイベントの開催 

東京都、東京都障害者スポーツ協会とともに知的障害児･者のスポーツの集いを実施した。 

また、障害のある人のスポーツ、運動競技への関心の高まりを受け、障害のある人もない人

もスポーツを通じて交流を深める「ＮＨＫハートスポーツフェスタ」を４会場で開催した。 

 

ア．第３９回スポーツの集い                         参加者 

９月 ７日 東京都渋谷区 東京体育館                ３，８００名 

 

イ．ＮＨＫハートスポーツフェスタ                      参加者 

９月２４日 広島県三原市「第１回障害者スポーツフェスティバルIN三原」  ４４０名 

９月２５日 大阪府大阪市「みんなで一緒に車いすバスケットボール」    ３００名 

１０月 ９日 神奈川県横浜市「体験！車いすバスケットボール｣        １００名 

１２月 ３日 愛知県愛西市「体験！車いすバスケットボール」        １６０名 

                                                                 合 計：１，０００名 
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２．高 齢 者 福 祉 事 業 

 

（１）ＮＨＫ福祉ネットワーク「公開 すこやか長寿」 

    ＮＨＫ教育テレビ「福祉ネットワーク 公開すこやか長寿」の番組収録と、高齢者の健康等

に役立つ講演を内容とした高齢者福祉イベントを全国１０か所で開催した。 

                                         参加者 

４月１６日 島根県江津市「老化防止のウォーキング」            ６４６名 

５月１４日 北海道上士幌町「日常動作を維持する法」          １８０名 

６月１２日 千葉県大多喜町「脳をいつもイキイキと！」           ４５３名 

７月１７日 兵庫県夢前町「姿勢を保ってからだ元気」            ２６７名 

９月 ４日 千葉県我孫子市「座ってできる体力強化」            ５１５名 

９月２４日 宮崎県宮崎市「粘り強さと力強さを回復しよう」         ２８２名 

１０月 ２日 長野県箕輪町「足腰の動きを柔軟に～太極拳のコツを学ぶ」    ４００名 

１１月２６日 愛知県大府市「寝たきり予防の体操」              ６３０名 

１２月１７日 埼玉県八潮市「簡単！筋力アップ体操」             ４７１名 

（平成１８年） 

１月２８日 東京都中野区「高齢者のヨーガ健康法」             ４００名 

合 計：４,２４４名 

 

（２）ＮＨＫハートフォ－ラム（高齢者福祉） 

    地域の高齢者福祉のニーズに応えながら、健康で生きがいをもって充実した人生を送れるよ

うに楽しく参加するフォーラム、認知症のケアや成年後見制度をわかりやすく学ぶフォーラム

など１１回開催した。 

                       参加者 

６月１９日 宮崎県宮崎市「認知症の正しい理解とケア」           ２８５名 

７月 ２日 宮城県塩竃市「鎌田實 いのちの対話」             ２６０名 

８月２３日 埼玉県秩父市「健康一番！いきいきシルバーライフ」      １,０４１名 

８月２７日 群馬県前橋市「老いても自分らしくあるために～成年後見とは～」 ２６３名 

９月 ４日 広島県広島市「認知症の予防」                 １９０名 

９月１２日 三重県松阪市「高齢者のいきがいや介護」            ４３３名 

１０月 ２日 鳥取県湯梨浜町「元気に歩む３６５日」             ４８５名 

１１月 ９日 北海道帯広市「地域の子どもを育てるボランティア」      １,１２８名 

１１月１２日 岩手県金ヶ崎町「めざせ！いきいき幸齢者」           １５７名 

（平成１８年） 

２月１２日 熊本県荒尾市「老後を元気に！笑いと体操で健康アップ」     ３７１名 

２月１９日 東京都千代田区「ホスピスってなあに？」            ３２０名 

合 計：４,９３３名 
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（３）ラジオ公開生放送「鎌田 實 いのちの対話」の実施 

    長野県諏訪中央病院の鎌田 實医師をホスト役に毎回多彩なゲストを迎え「いのち」に

ついて参加者とともに考えるラジオ公開生放送。今年度は４回行い、朝早くの生番組にも

かかわらず多くの視聴者が参加した。 

                             参加者 

   ４月２９日 宮崎県新富町                         ７５０名 

   ７月１８日 高知県高知市                         ６２７名 

  １０月１０日 愛知県名古屋市                        ４１２名 

  （平成１８年） 

   １月 ９日 群馬県伊勢崎市                        ５５２名 

                                   合 計：２,３４１名 

 

（４）第１８回どう生きる高齢社会「銀の雫文芸賞」 

    公益信託「雫石とみ文芸賞基金」による「銀の雫文芸賞」は、高齢社会をテーマとした特色

ある文芸賞で、１８回目を迎えた。今回は、全国から５６４編の応募があり、次の３編が入選

した。 

    入選作品は、「銀の雫文芸賞作品集」として刷成、頒布した。 

 

      最 優 秀 『はるさんの日記』        古厩 志津子   （東京都） 

      優  秀 『葉照りの中で』         佐野 正芳   （島根県） 

           『おばあちゃん１２００キロの旅』 能勢 健生   （神奈川県） 

 

    なお、「はるさんの日記」は、ラジオ「ＦＭシアター」（平成１８年１月７日（土）ＮＨＫ

ラジオ－ＦＭ）で放送され、第４３回ギャラクシー賞ラジオ部門「ギャラクシー賞選奨」を受

賞した。 
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３．ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 促 進 事 業  

 

 我が国のボランティア活動は、児童・障害者・高齢者など福祉分野はもとより、さまざまな分野

で多様、かつ活発に展開されている。 

 ＮＨＫからの受託事業として運用している「ＮＨＫボランティアネット」は、ボランティア活動

に携わる人たちや推進団体への情報源として、ますます評価が高まっている。 

また、ボランティアネット参加団体との共催で２か所、各地の放送局や地元の関係団体などとの

共催で２か所、あわせて全国４か所で「ＮＨＫハートフォ－ラム（ボランティア）」を開催した。 

 

（１）ＮＨＫボランティアネットの運用 

インターネットを通してボランティアに関する情報を発信する「ＮＨＫボランティアネ

ット」は、ボランティア元年と呼ばれた平成７年のスタート以来１１年を経過した。 

この間、ボランティア活動に携わる人も活動内容も多様化して活動は大きく広がり、番

組やニュースで活動状況がしばしば取り上げられるなど、国際的にも国内的にもボランテ

ィアの存在は欠くことができないものとなっている。 

 

平成１７年度は、情報掲載に関して、登録方式からどんな団体でも、幅広く情報を寄稿

できるシステムの定着に努めた。寄せられるボランティア募集情報や関連する講座・講演

会などイベント情報は綿密に精査して、常時２５０～３１０件程度掲載した。また、「ボ

ランティア便利帳」など関連情報コンテンツのデザインや内容の見直しをはかった。 

今年度も引き続き、災害支援情報を提供した。記録的な豪雪にみまわれたため早い段階

から除雪ボランティア情報を掲載したのが特徴的であった。 

国内で発生した大地震や台風、海外のハリケーン「カトリーナ」、パキスタン地震、 

フィリピンの地滑りなどに対応し、ＮＨＫニュースや義援金・救援金情報、ボランティア

の活動状況などを特設コーナーを設けて発信した。また、昨年度から継続して、新潟県 

中越地震、インド洋大津波、三宅島帰島関連情報を伝えた。 

ホームページへのアクセスとしては、１日に１３，０００件程度のページビューがあり、

大災害時にはその数は２倍、３倍に達することがあった。 

年間の総ページビューは４，９０８，２９６件でした。 

 
（２）ＮＨＫハートフォーラム（ボランティア）の開催 

    ＮＨＫボランティアネットに参加している団体と共催して、色彩によって高齢者や障害

者の心をいやす「色彩ボランティア」や「病院ボランティア」を促進するためのフォーラ

ムを実施した。 

ＮＨＫ各放送局や関係団体と共催で、防災フォーラムを２回実施した。松山市では、四

国の被災地でボランティア活動をした大学生が、地域を災害から守るにはどうしたらよい

かと話しかけ参加者の共感をよんだ。 

                                        参加者 

７月 ９日 東京都渋谷区「心とカラーのシンポジウム」           ９３名 

１１月 ６日 愛媛県松山市「災害から地域の暮らしを守るために」       ６７名 

（平成１８年） 

１月１５日 愛知県名古屋市「手をとりあってボランティア」        １２０名 

２月２２日 大阪府大阪市「病院ボランティアだからこそできること」    ３７７名 

合 計：６５７名 
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４．福 祉 情 報 の 提 供 事 業 

 

 社会福祉に対する視聴者・国民の要望や関心は年々高まり、充実した福祉情報の提供が求められて

いる。そのような状況の中、当事業団の特色であるＮＨＫの放送と一体となった福祉活動の充実をは

かるため、福祉情報の提供に努めている。特に、設立来の基幹事業である、ＮＨＫの福祉番組を複製

して貸し出しを行う「福祉ライブラリー（テープとビデオ）」は、福祉を学ぶ音声・映像資料として

多くの方に利用されている。 

 また、毎年、独自に制作している福祉ビデオの１７年度版は「ホスピス(全４巻)」を制作した。こ

のビデオでは、ホスピスの理解、ホスピス緩和ケアの利用方法などについてわかりやすく紹介した。 

 さらに、福祉情報誌「ピーヴォ」の発行、ホームページでは各種催しの周知、出版物の紹介など、

ＮＨＫボランティアネットとリンクして積極的に情報提供を行った。 

 ＮＨＫの福祉キャンペーンとして今年度スタートした、「ＮＨＫハート・プロジェクト」事業の推

進に全面的に協力した。 

 

（１）福祉ライブラリ－活動 

    ＮＨＫの福祉関係の新番組や反響の大きかった番組をいち早く加え、番組複製(テープとビ

デオ)を行い、利用者のニーズに応えた。 

特に、ビデオライブラリーは「ＮＨＫボランティアネット」でも貸出しリストの掲載を続け

利用促進を図っている。また、聴覚障害者向けに字幕付きのビデオを作成し、全国の聴覚障害

者関係施設での貸し出し委託を継続して行った。 

 

ア．テープライブラリー 

    視覚障害者向けのテープライブラリーは、１２年度から貸し出し委託施設を拡大し利用者

の便を図っている。平成１７年度は、ラジオ３番組から、１３作品２,６１３本を複製した。 

利用は「私の本棚」「朗読」「日曜名作座」などの文芸作品、視覚障害者向けの情報番

組「視覚障害者のみなさんへ」などを中心に、年間 １７，４２０ 本にのぼっている。 

 

複 製 番 組 数 複 製 本 数 利 用 本 数 
 

 
 

 

 
 

３番組 １３作品 ２，６１３本 １７，４２０本 

 

 

 

 

 

 

 

 

                これまでの利用数累計：１，８９１，９６７本 

イ．ビデオライブラリー 

    テレビの福祉番組から７７番組２３１本のビデオを新たに複製した。 

    年間の利用状況は、６，９０４本と引き続き多くの人々に利用されている。利用者は福祉関

係の大学・専門学校や福祉の現場で働く人、障害児を育てている親、介護に携わっている人、

地域でボランティア活動をしているグル－プ、障害者本人などで、さまざまな層に学習資料と

して活用された。 

    利用傾向としては、当事業団作成の「軽度発達障害のより良き理解のために」(平成１５年

度)や、｢ひきこもり｣(平成１６年度)、ＮＨＫの特集番組や自閉症について取り上げた番組の

ビデオの利用が多かった。 

ビデオライブラリーは、福祉への関心が高まる中で年々利用者が増えており、貸し出し手

続きや在庫管理にはコンピューターシステムを活用し、今年度も円滑に運用した。 
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 複製数 除籍数 保有数 利用数 

 

ビ デ オ 
 

 

２３１本 
 

 

５７４本 
 

 

１,５６１本
 

 

６，９０４ 本
 

                     ◎これまでの利用数累計：１２７，２４５本 

 

ウ．聴覚障害者向け字幕ビデオライブラリー 

ＮＨＫ字幕放送の拡充にあわせ、聴覚障害者向けサービスとして、平成１７年度は、ニーズ

に応え「福祉ネットワーク」など６本の番組を字幕ビデオ化し(通算１８番組)、全国６３の聴

覚障害者関係施設と当団での貸し出しを行っている。 

 

（２）ＮＨＫ福祉情報誌「ピーヴォ」の発行 

    福祉の動きが活発になり、またより身近になってきた中で、最新の福祉に関する話題や、 

ＮＨＫの福祉番組の詳しい情報をタイムリ－に提供する福祉情報誌「ピーヴォ」を発行して８

年が経過した。高齢者、障害者、ボランティアに関する話題と諸情報を専門的かつ多角的に編

集し、福祉関係者をはじめ広く一般の方々に提供した。 

     

    年４回（季刊）年間３４,０００部 

   ＮＯ．３３（２００５年 ６月２５日発行）『変わる発達障害児への教育』 

   ＮＯ．３４（２００５年 ９月２５日発行）『第４０回を迎えたＮＨＫ障害福祉賞』 

ＮＯ．３５（２００５年１２月２０日発行）『認知症～早期発見と予防～』 

   ＮＯ．３６（２００６年 ３月２５日発行）『近所で見つけよう、子育て応援団』 

 

（３）福祉ビデオ「ホスピス」の制作 

   〈内  容〉「ホスピス」  全４巻 

    治癒が困難ながんの患者さんとご家族を最期まで支えてくれるホスピスケアについて、わか

りやすく紹介するビデオを制作した。ホスピスを利用したいと思っている人たちが、ホスピス

ケアの実際について知り、利用するときの手がかりとなる情報を得られる内容とした。 

 

    （制作本数）２００セット ８００本 

（内容）全４巻 

   なお、本事業は日本自転車振興会の補助金を受けて実施した。 

◆各巻の内容 

第１巻 ホスピスとは何か ～緩和ケア病棟のある看取りから～ 

「緩和ケア病棟」というホスピスケアのための施設では、がんの患者さんの多くが体験する痛みを

和らげ、最期まで充実した日々を過ごせるよう心身のケアを行っている。緩和ケア病棟で夫を看取っ

た方の手記をもとに、ホスピスケアの実際を伝える。 

 

第２巻 在宅ホスピスケアの可能性 ～最期まで住み慣れた家で～ 

最期まで住み慣れた自宅で暮らしたいという願いに応えるのが「在宅ホスピスケア」。訪問診療、

訪問看護、訪問介護などを受けて自宅で暮らす方を紹介しながら、在宅ホスピスケアの実際と、自宅

での暮らしが可能になる条件について伝える。 
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第３巻 新しい動き ～いつでも誰にでもホスピス緩和ケアを～ 

入院するほどではない、身の回りのことが自分でできる、そんな段階の患者さんを支える新しい取

り組みが始まっている。通院して痛みのコントロールなどをしてもらう「緩和ケア外来」と、日中を

仲間とともに過ごす場「デイホスピス」を中心に伝える。 

 

第４巻 ホスピス緩和ケア 利用Ｑ＆Ａ 

「ホスピスケアの費用はどのくらいかかる？」「緩和ケア病棟がどこにあるか探す方法は？」「ホ

スピスケアを利用するときの手続きは？」など、実際に、緩和アケ病棟や在宅ホスピスを利用したい

と思ったときに役に立つ情報を紹介する。 

 

 このビデオは、当事業団から貸し出しをするほか、全国の地域がん診療拠点病院の一部、看護協会

の一部、医療ソーシアルワーカー協会の一部などにも貸し出しを委託し、関係者の利用希望に応えて

いく。 

 また、ビデオの貸し出しに先立ち、「ホスピス」を理解し疑問にお答えするためダイジェスト版を

当団のホームページで、動画配信して紹介した。平成１８年１～３月の３か月間で、情報閲覧のアク

セス数は、２，１３８件となった。 

 なお、本事業は日本自転車振興会の補助金を受けて実施した。 

 

（４）ホスピスガイドブック「ホスピスってなぁに？」の配布 

この冊子は肉親をがんで亡くされた千葉市のＹさんからの寄付をもとに発行しているもので、

これまで７版の改訂を行い２８万部を発行した。 

新聞やテレビ、ラジオでの周知、がん患者の増加、終末期医療への関心の高まりによりガイ

ドブックの配布を希望する人が増えている。 

（３）で紹介した福祉ビデオ「ホスピス」は、ガイドブックの反響の大きさに応え、さらに

分かりやすく制作したものである。 

 

    ホスピスガイドブック「ホスピスってなぁに？」（第７版） 

・体裁       Ｂ６判 Ｐ４０ 

・内容       緩和医療とは 

            施設で受けるケア、自宅でうけるケア 

            費用 

            施設一覧 

・刷成数      ３０，０００ 部 

・監修       日本ホスピス緩和ケア協会 

（旧 全国ホスピス・緩和ケア病棟連絡協議会） 

 

    ガイドブックは個人からの申し込みのほか、終末医療を学ぶ人、これからホスピスをつくろ

うとする人などから教材としての利用希望も多く、福祉系大学、看護学校、医療従事者の研究

会などに数多く利用されている。 
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（５）ＮＨＫ福祉キャンペーン「ＮＨＫハート・プロジェクト」との連携 

「ＮＨＫハート・プロジェクト」は、ＮＨＫが今年度福祉キャンペーンとして始めたもので、

シンボルマークを親しみやすい「ハート」で統一し、放送やイベントを通じて広く視聴者に

「ともに生きる社会」の実現を呼びかけた。当団はこれまで蓄積してきた福祉活動の経験をも

とに、下記の番組制作やイベントの実施に協力した。 

 

主な番組やイベント 

・「ＮＨＫハートプロジェクト～つながってゆくハートの輪～」のイベント実施と 

番組制作への協力 

・ＮＨＫハート展の詩の募集と展示会 

・ＮＨＫハートストリートの絵画作品の募集と実施 

・ＮＨＫハートフォーラムの実施 
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５．チ ャ リ テ ィ ー 事 業 

 

 ＮＨＫをはじめ多くの関係団体の支援・協力を得て、以下の主催チャリティー事業を実施した。 

チャリティー事業による純益は、障害者福祉事業などに役立てたほか、福祉機器や車両を購入

して福祉関係団体・施設へ贈呈した。 

（※印は物品などの贈呈をした催しで、詳細は、６‐(５)に記載） 

 

（１）ＮＨＫ番組公開チャリティ－ 

 

催 物 名 期  日 会  場 
収支差額 

（単位:千円） 

歌謡チャリティーコンサート 

（２回）※ 

4/7 

9/11 

ＮＨＫ大阪ホール 

福岡サンパレス 
１６，３４５

おかあさんといっしょ 

ファミリーコンサート 

（１６回：８日×２回） 

5/1･2・3・4 

11/3･4･5･6 
ＮＨＫホ－ル ８，２０３

 

 

（２）事業団企画チャリティ－ 

 

催 物 名 期  日 会  場 
収支差額 

（単位:千円） 

芸能人の多才な美術展

（１１会場）

4/ 6～11 

4/19～24 

4/29～5/8 

5/12～19 

6/ 1～13 

6/24～7/4 

7/ 9～17 

7/20～8/5 

8/ 8～17 

8/20～29 

9/ 3～11 

9/15～19 

10/ 5～10 

10/15～23 

 

10/27～11/1

11/ 2～7 

11/12～23 

 

12/1～13 

大丸神戸店 

ＮＨＫスタジオパーク 

そごう呉店 

松山市・ホテル葛城はなゆずき 

札幌市・丸井今井 

大分市・アートプラザ 

草加市・アコス南館アコスホール 

河口湖町・河口湖美術館 

太田市・ロイヤルチェスター太田 

愛知県田原市・田原市博物館 

室蘭市市民会館 

長崎市・浜屋百貨店 

京都高島屋 

釧路市生涯学習センター市民展示

ホール 

新潟伊勢丹アートホール 

上越市・大和上越店 

二本松市・安達ガ原ふるさと村 

「先人館」 

北九州市・小倉井筒屋 

２，４８５
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催 物 名 期  日 会  場 
収支差額 

（単位：千円） 

創作人形公募展 

ドールファンタジア 

（５会場） 

5/ 4～16 

7/28～8/4 

10/ 5～17 

2/ 8～20 

3/23～28 

岡山・山陽百貨店 

鹿児島・山形屋 

立川・高島屋 

横浜・高島屋 

水戸・京成百貨店 

１，９５４

第38回 日本陶芸倶楽部 

チャリティー展 

（１回）※ 

5/17～22 日本橋 三越本店 ２，５１７

ＮＨＫチャリティー展（１回） 11/15～21 名古屋三越栄本店 ３，７２８

チャリティー高僧・名家揮毫展 

（２回） 

12/19～20 

3/28 ～29 

ＮＨＫ大阪放送局 

ＮＨＫ放送センター 
７３７

障害児のための 

義太夫チャリティー特別公演 

（１回） 

12/19 国立劇場演芸場 １０２

第４３回 

Ｎ響「第９」 

チャリティーコンサート 

12/15 ＮＨＫホール △９５１

第３９回 

ＮＨＫ福祉大相撲 

（１回）※ 

2/11 両国 国技館 ２３，００２
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６．そ の 他 の 支 援 事 業  

 

 「ＮＨＫ歳末たすけあい・ＮＨＫ海外たすけあい」や台風など災害発生時にＮＨＫとの連携による

救援活動の実施。また、障害者・高齢者の福祉および地域福祉の推進を支援する「わかば基金」の贈

呈、チャリティー事業の益金による福祉機器の寄贈など各種支援事業を展開した。 

 また、「宮崎県台風１４号被害」の台風などによる被災地へ救援物資を急送したほか、国内の台風

被災地支援と「米国ハリケーン災害」、「パキスタン北部地震」、「フィリピン地滑り災害」などの

支援のため、全国のＮＨＫと日本赤十字社などとともに義援金や救援金の受け付けを実施した。 

 

 

（１）「ＮＨＫ歳末たすけあい・ＮＨＫ海外たすけあい」 

    平成１７年度「ＮＨＫ歳末たすけあい・ＮＨＫ海外たすけあい」をＮＨＫ、中央共同募金会、

日本赤十字社と共催で１２月１日～２５日の間実施した。 

    今年度は、１１月２６日、特別番組「あなたのやさしさを２００５」を放送し、「ＮＨＫ歳

末・海外たすけあい」の義援金がどのように使われているかを紹介したほか、１２月３日

（日）を「ハートとハートがつながる日」として、ＮＨＫ障害福祉賞の記念式典や福祉番組を

集中的に展開した。 

また、全国の各放送局でも、１１月中旬から１２月下旬にかけて福祉キャンペーン「ＮＨＫ

ハート・プロジェクト」を展開し、その中核事業として「ＮＨＫ歳末・海外たすけあい」を位

置づけ実施した。 

その結果、平成１７年度は、夏以降、西日本の台風災害救援や、米国ハリケーン災害救援、

パキスタン北部地震救援のための募金活動を次々に行ったが、「歳末」「海外」ともに、昨年

度の件数・金額を上回り、合計金額では昨年より、約３．９％ の増加となった。 

 

    義援金総額        １６億１,８３６万１,８５９円（１６万６,２９１件） 

＜内  訳＞ 歳末たすけあい ８億５,２５７万３,８２４円（８万５,３４９件） 

          海外たすけあい ７億６,５７８万８,０３５円（８万９４２件） 

 

    歳末たすけあいは、共同募金会を通じて全国の障害者の方々や、援助や介護を必要とするひ

とり暮らしのお年寄り、援助を必要とする子どもたち、長期療養生活をしている人、生活が困

難な世帯、災害地などに配分された。 

    海外たすけあいの義援金は、日本赤十字社が赤十字国際機関と協力し、パキスタン北部を襲

った大地震の被災者に対して医療、生活支援などの救援活動を行うほか、スマトラ島沖地震・

津波の被災者に対しても引き続き復興支援を行う。また、世界各地の紛争により発生した難民

に対し、医療、食料を中心に人道支援を行う。 

さらに、南部アフリカにおいて、エイズ患者に対する在宅看護支援やエイズ感染予防教育を

実施する。 

 

（２）国内・海外の災害義援金受け付けの実施 

    平成１７年度当事業団ではＮＨＫ、日本赤十字社、共同募金会などと共催で、「米国ハリケ

ーン災害救援金」「フィリピン地滑り災害救援金」を受け付けた。 

一方、平成１２年度から実施していた三宅島からの避難世帯への義援金受付けは平成１７年

４月３０日で終了し、「スマトラ島沖地震救援金」も平成１７年６月３０日に終了した。また、

国内での台風、地震などの地域災害では、当事業団(地域によっては、当事業団支局)と被災地

のＮＨＫ各放送局などで、義援金受付けを６件行った。 
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ア．伊豆諸島地震活動災害義援金（三宅島噴火災害） 

災 害 名 期 間 義 援 金 総 額・件数 

伊豆諸島地震活動 

災害義援金 

 

(三宅島噴火災害) 

平成１２年 

８月１４日～ 

平成１７年

４月３０日

１,７２１日間 

２９億７,５８２万円 

６７,２１６件 

 

   

イ．国内災害たすけあい（風水害災害） 

災 害 名 期 間 義 援 金 総 額（円） 件 数（件）

宮崎県台風１４号 

被害義援金（宮崎局） 

９月８日 

～１１月３０日
２億６,２４９万 ６，６７４

鹿児島県台風１４号 

被害義援金 

（鹿児島局） 

９月１４日 

～１０月１３日
４,２３３万 １，５７８

山口県台風１４号 

被害義援金（山口局） 

９月１２日 

～１１月１０日
５,２４５万 １,８９２

 

ウ．国内災害たすけあい（地震災害） 

災 害 名 期 間 義 援 金 総 額（円） 件 数（件） 

新潟県中越地震 

       災害義援金 

平成１６年 

１０月２５日～

    （継続中）

３６７億５,００５万

（平成１８年２月現在）
８６２,７５５

福岡県西方沖地震 

       災害義援金 

（平成１７年）

３月２３日～ 

５月３１日

 ４億５,６６５万 １４,３０５

 

エ．海外災害たすけあい 

災 害 名 期 間 義援金総額（円） 件 数（件）

米国ハリケーン災害 

      救援金 

平成１７年 

９月６日～ 

１０月６日

１３億４,００１万 １５,２１６

スマトラ島沖地震 

          救援金 

平成１６年 

１２月２８日～

平成１７年

６月３０日

９７億９,３００万 １６４,６９１

パキスタン北部地震 

      救援金 

平成１７年 

１０月１２日 

～１１月３０日

２０億７,４０３万 ４９,７２２

フィリピン 

地滑り災害 救援金 

平成１８年 

２月２２日 

～３月３１日

１億８,７３１万 ８,２１８
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（３）災害救護活動の実施 

災害発生時には、ＮＨＫと連携し救援活動を実施している。平成１７年度は、台風などによ

る災害被害が少なく、災害救助法適用の被害地に地元放送局を通じて、災害救援物資タオルの

送付は１件にとどまった。 

 

台風１４号 

９月５日～６日 宮崎県（宮崎市、延岡市ほか）＊１,０００本 

                              

（４）第１７回 地域福祉を支援する「わかば基金」 

    あすの福祉の芽を育てる「わかば基金」は、地域で地道に福祉活動を続けているグループを

支援するために設けられたもので、今回で１７回目を迎えた。 

    全国から４７５件の申し込みがあり、９月１２日の選考委員会で、１５グループを選考し、

総額７８４万円の支援金を贈った。 

    これで、初回からの贈呈件数は２５０グループとなった。 

    

＜支援先＞ 

虹の光 ひつじ工房                （北海道釧路市）    ５９万円 

ＮＰＯ法人 ハンディキャブゆづり葉        （東京都多摩市）    ７０万円 

スペース「ほっと」                （神奈川県川崎市）   ４８万円 

アニマルワンダーランド ポニークラブ       （神奈川県秦野市）   ６２万円 

長野市精神障害「当事者ポプラの会」        （長野県長野市）    ２５万円 

特定非営利活動法人 ほのぼのおぢやの里      （新潟県小千谷市）   ７０万円 

きららグル－プ                  （富山県新湊市）    ６０万円 

高次脳機能障害者作業所 サン・ライズ       （愛知県岡崎市）    ６４万円 

ジョイント 西京視覚障害者ボランティア      （京都府京都市）     ９万円 

神戸エンジェルボ－ルクラブ（Ｋ－ＡＢＣ）     （兵庫県神戸市）    ５５万円 

音訳グループ ウェーブ              （兵庫県神戸市）    ５０万円 

特定非営利活動法人 かめのこ会          （和歌山県和歌山市）  ６０万円 

朗読録音グル－プカナリヤ             （広島県府中市）    ３２万円 

山口県字幕サークル Ｅライン           （山口県山口市）    ７０万円 

身体障害者裏千家茶道クラブ「もえぎ」       （熊本県熊本市）    ５０万円 

 

（５）福祉機器などの寄贈 

  ア．「福祉相撲号」の寄贈 

「第３９回ＮＨＫ福祉大相撲」の益金により福祉車両「福祉相撲号」９台を購入し、これに

日産自動車株式会社からの寄贈１台を合わせて、１０台の「福祉相撲号」を障害のある人たち

の療育活動や、お年寄りのデイケアなどの福祉活動を行っている施設・団体に寄贈した。 

これで初回以来の贈呈台数は、２２３台となった。 

 

＜寄贈先＞  

（社会福祉法人） 東旭川宏生会 デイサービスセンターコスモス     北海道旭川市 

（社会福祉法人） 侑愛会 おしま学園                 北海道上磯町 

（社会福祉法人） 峰浜村社会福祉協議会                秋田県峰浜村 

（社会福祉法人） 湯川村社会福祉協議会                福島県湯川村 
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（社会福祉法人） 誠心会 茜洋舎                 神奈川県横須賀市 

（社会福祉法人） 木曽岬町社会福祉協議会              三重県木曾岬町 

（社会福祉法人） びわこ学園                     滋賀県草津市 

（社会福祉法人） はなさきむら                    兵庫県佐用町 

（社会福祉法人） 東城有栖会 東寿園                 広島県庄原市 

（社会福祉法人） 西合志町社会福祉協議会              熊本県西合志町 

  

イ．「車いす付き介護浴槽」・「視覚障害者用パソコン」の寄贈 

春と秋に開催した「歌謡チャリティーコンサート」の純益により、車いす付き介護浴槽と音

声ガイド付き視覚障害者用パソコンを購入し、福祉施設・団体へ贈呈した。 

◎４月７日 大阪市 で開催した「歌謡チャリティーコンサート」の純益で、｢車いす付き介

護浴槽｣を大阪府内の３か所の高齢者福祉施設に贈呈した。 

 

＜寄贈先＞ 

社会福祉法人 四天王寺福祉事業団  特別養護老人ホーム「四天王寺悲田院」（羽曳野市） 

社会福祉法人 愛和福祉会      特別養護老人ホーム「愛和」       （大阪市） 

社会福祉法人 寺田萬寿会      特別養護老人ホーム「萬寿園」    （岸和田市） 

 

 

◎９月１１日福岡市で開催した「歌謡チャリティーコンサート」の純益で、「音声ガイド付

き視覚障害者用パソコン」を全国２０か所の福祉施設や団体に贈呈した。 

 

＜寄贈先＞ 

日本赤十字社北海道支部 点字図書センター              （北海道札幌市） 

函館点字図書館                           （北海道函館市） 

宮城県点字図書館                          （宮城県仙台市） 

茨城県立点字図書館                         （茨城県水戸市） 

埼玉県盲人福祉ホーム 埼玉点字図書館              （埼玉県さいたま市） 

相模原市 保健と福祉のライブラリー               （神奈川県相模原市） 

長野県視覚障害者福祉協会                      （長野県松本市） 

新潟県点字図書館                          （新潟県新潟市） 

光道園ライトホープセンター                     （福井県朝日町） 

名古屋ライトハウス光和寮                     （愛知県名古屋市） 

京都ライトハウス生活訓練部鳥居寮                  （京都府京都市） 

大阪府盲人福祉センター点字図書館                  （大阪府大阪市） 

神戸市立点字図書館                         （兵庫県神戸市） 

岡山県視覚障害者福祉センター                    （岡山県岡山市） 

宇部市立図書館点字資料室                      （山口県宇部市） 

徳島県立盲人福祉センター                      （徳島県徳島市） 

愛媛県視聴覚福祉センター                      （愛媛県松山市） 

福岡点字図書館                           （福岡県春日市） 

佐賀県立点字図書館                         （佐賀県佐賀市） 

大分県点字図書館                          （大分県大分市） 
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  ウ．チャリティー陶芸展による物品寄贈 

日本陶芸倶楽部、毎日新聞東京社会事業団と共催した「第３８回日本陶芸倶楽部チャリティー

作品発表展」（５月１７日～２２日・日本橋三越本店）による純益の一部で、福祉施設６か所に

洗濯機を贈呈した。 

 

  エ．ベトナムで奨学金を贈呈 

   視聴者からの寄付の申し出を受けて、平成14年から「ベトナムの子どもの家を支える会（代表

小山道夫）」を通じてフエ市の学生に奨学金を贈呈してきた。 

   ４か年の奨学生はのべ４２０人にのぼり、ベトナムの民間支援として高い評価を得た。 

この事業は、平成１７年度をもっていったん終了する。 

 

  オ．「別冊 ＮＨＫウイークリーステラ 大相撲中継」寄贈 

    ＮＨＫサービスセンター寄贈による「別冊 ＮＨＫウイークリーステラ 大相撲中継」を全国

２,１４９か所の老人福祉施設（ケアハウス、軽費、養護）に年６回、毎回４，２９８部を贈

呈した。 

 

（６）催物への招待 

    「第３９回 ＮＨＫ福祉大相撲」などチャリティー催物開催時に、知的障害施設、盲学校生

徒などの方々１,０１０名を招待した。 

                                         招待者 

Ｎ響子どもの日スペシャル              ５月 ５日 ＮＨＫホール １３９名 

第４３回Ｎ響｢第９｣演奏会             １２月１５日 ＮＨＫホ－ル ４７１名 

第３９回ＮＨＫ福祉大相撲（平成１８年）       ２月１１日 両国国技館  ３５０名 

アシュケナージが贈る未来へのコンサート（平成１８年）３月１２日 ＮＨＫホ－ル  ５０名 

                合 計：１,０１０名 
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７．広 報 活 動 

 

 広く事業団の活動を周知するため、事業内容を紹介する印刷物を催し物会場で配布したり、定期的

に福祉情報誌を刊行するなど福祉活動への理解と協力を求めることに努めた。また、ホームページで、

催しの事前周知などに努める一方、「ＮＨＫボランティアネット」に事業団のページを設けるなど、

インターネット上でも広報活動を行った。 

 

（１）広報物の作成・配布 

    「ＮＨＫ厚生文化事業団年報」(年１回)などを発行して、事業団の福祉活動への理解促進を

はかった。 

    また、ＮＨＫ福祉情報誌「ピーヴォ」（年４回：季刊誌）「事業団のふくし（業務案内パン

フレット）」「事業紹介ポスター」を作成し、催し物会場での配布をはじめ、さまざまな機会

をとらえて、周知活動を行った。 

また、ＮＨＫの放送、ニュースによる各種事業の紹介のほか、外部に対する記事提供により、

新聞・雑誌などでも活動内容が紹介された。 

 

（２）インターネット上での広報活動 

    事業団のホームページを充実し、実施事業の予定やその成果を積極的に掲載して広く活動内

容の広報に努めた。 

    ホームページは、ＰＲＯＦＩＬＥ(機構と概要・あゆみ・年度収支計算書)、ＤＯＮＡＴＩＯ

Ｎ(賛助会員制度のご案内・ご寄付について)、ＤＯＭＡＩＮ(事業の紹介)、ＴＯＰＩＣＳ(最

近の事業活動・催し物に関する情報)、ＬＩＮＫＳ(関連団体、福祉に関するサイトへのリンク

集)などで構成し、情報更新の頻度を高めた。 

    また「ＮＨＫボランティアネット」の中にもＮＨＫ厚生文化事業団ニュースの項目を設け、

ボランティアネットにアクセスした人にも当事業団の事業紹介が容易に見てもらえるよう設定

している。 

    さらに、個人情報保護法の施行にともない、ＮＨＫ厚生文化事業団の個人情報を適正に取り

扱う基本方針と苦情等の問い合わせ先を掲載した。 
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８．共催、後援、協賛した事業 

 

（１）関係団体等との共催事業 

    関係団体とともに下記の事業を実施した。 

  ア.上方落語の会 

４月１４日、５月１７日、６月２日、７月１３日、９月１４日、１１月４日、 

（平成１８年）１月１０日、３月８日（計８回）ＮＨＫ大阪ホール入場者計 ５,５３５名 

＊共催：ＮＨＫ大阪放送局 

イ.東西浪曲大会 

８月２１日                  ＮＨＫ大阪ホール入場者 ８８４名 

＊共催：ＮＨＫ大阪放送局 

ウ．第５１回 全国里親大会  

    １０月９日             沖縄コンベンションセンター参加者 ６００名 

＊共催：厚生労働省、沖縄県、全国里親会ほか 

 

（２）後援、協賛したもの   

    福祉、医療、教育団体が行う福祉事業や福祉目的のチャリティー事業に積極的に協力し、

次の１８３事業の後援、協賛を行った。 

 

ア．チャリティー催物（５６件） 

   「アートコレクション展」「サロン・デ・ボザール展」「チャリティー吉書展」「テーブ

ルウェア・フェスティバル２００６」「アロハ･フイ チャリテーイベント」「ジャパンカッ

プ２００５チアリーディング日本選手権大会」「アザミ革工芸展」「チャーチル会東京三越

展」「創作手工芸展」「日本ホビーショー」「国展」「春陽展」「練成会吟道大会」「チャ

リティー花と器展」などのチャリティー催しを後援、協賛し、社会福祉のために寄付が寄せ

られた。 

  

イ．関係団体の行事、催物（１２７件） 

   「国際福祉機器展」「日本車椅子バスケットボール選手権大会」「全日本盲人写真展」

「本間一夫文化賞」「全日本ろう社会人軟式野球全国大会」「心の輪を広げる障害者理解

促進事業」「朗読録音奉仕者感謝の集い」「肢体不自由児・者の美術展」「全日本手をつ

なぐ育成会全国大会」「全国精神障害者家族大会」「日本視覚ハンディキャップテニス大

会」「全国ボランティアフェスティバル｣「日本視覚障害者ワープロ競技大会」「肢体不自

由者の作品展」「大阪ふれあいキャンペーン」「愛知県障害者スポーツ大会」「講演会・

自閉症児者の支援最前線」などの関係団体の実施する各種行事、催物などを後援、協賛し

た。 
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９．寄 付 金 

 

   一般寄付金、チャリティー寄付金は、 

３３２件（個人:１３６件／団体:１９６件）２０９,２７２,０３１円 

にのぼった。 

 

 

 

そのうち、近畿支局扱い ７１件（個人：３０件／団体：４１件） 

２,８５４,８７８円 

中部支局扱い ３４件（個人： ９件／団体：２５件) 

１,４０２,８７６円 

九州支局扱い ５０件（個人： ８件／団体：４２件） 

１,２９８,２４７円 

  であった。 
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１０．賛 助 会 員 ・ 維 持 会 員  

賛助会員は一般法人に広く協力を求め、本年度は、増口１団体･１口、新規２団体･２口の加入があ

ったが、経済不況や企業の合併等により、減額２団体･４口、退会６団体･６口の申し出もあった。合

わせて１５９団体 から２,５００万円の支援を受けた。 

また、維持会員については、ＮＨＫおよびＮＨＫ関連団体職員など５,２００名にのぼる方々の協

力を得て、その額は６,３０５,３３０円に達した。 

 

〔賛助会員一覧〕 

・
アーチェリープロダクショ

ン
・
四 国 電

力
・
Ｄ Ｘ ア ン テ

ナ

・
葵 設 備 工

事
・

資 生

堂
・
帝 産 キ ャ ブ 名 古

屋

・
池 上 通 信

機 オ 通

石 川 近 鉄 タ ク シ 島 精 機 製 作 電 気 興

・ ・ ・

ブ 会 力

大 阪 ガ 住 友 信 託 銀 東 京 日 産 自 動 車 販

・ ・ ・

業 合 障

関 西 電 全 国 陶 器 祭 振 興 西日本アクセスコミュニケーショ

・
渋 谷 ビ デ オ ス タ ジ

・
帝 都 自 動 車 交

・
ー

・
所

・
業

・
井 村 屋 製

菓
・
白 川 プ

ロ
・
天 神 工 務

店

・
梅 田 舞

台
・
新 光 証

券
・

電

通

エ ク サ ー ト 松

崎

新 日 本 空

調

ト ー エ ネ ッ

ク

・
ＮＴＴファシリティーズ関西事業

本部
・
ス タ ー ビ ー イ ン

グ
・
ト ヨ タ 自 動

車

・
遠 藤 波 津 子 美 容

室
・
ス ー パ ー ・ ブ レ ー

ン
・
東急ファシリティサービ

ス

・
大阪 上 町 桜 ラ イ オ ン ズ ク ラ

・
瑞 雲 書 道

・
東 京 電

・
ス

・
行

・
売

・
大 林

組
・
住 友 電 気 工

業
・

東

芝

岡 谷 鋼

機

セ ノ ン 大 阪 支

社

東 新 紙

業

・
勝 亦 電 機 製 作

所
・
ゼ ン リ

ン
・
東 北 電

力

・
加 藤 電 気 工 業

所
・
善 意 の

輪
・
名 古 屋 鉄

道

・
川 崎 重 工

・
全 国 大 陶 器 市 振 興 組

・
西 日 本 環 境 保

・
力

・
会

・
ンズ

・
銀 座 サ ク ラ

ヤ
・
全 日 本 空

輸
・
ニ ッ セ イ 同 和 損 害 保

険
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・
近 物 レ ッ ク

ス
・
全 日 本 舞 踊 連 合

会
・
日 産 自 動

車

・
日 清 食

品

・
日 本 ア ロ ハ 協

会

・
日 本 音 楽 事 業 者 協

会

芸 能 夢 舞 ダ イ キ ン 工
・
日 本 音 楽 著 作 権 協

会

・
日 本 漢 字 能 力 検 定 協

会

・
日 本 ガ イ

シ

高 津 商 第 一 ビ ル デ ィ ン
・
日 本 ケ ミ カ ル リ サ ー

チ

・
日本芸能実演家団体協議

会

・
日 本 交

通

佐 鳥 電 大和証券エスエムビーシ
・
日 本 た ば こ 産

業

・ ・ ・
日 本 釣 用 品 工 業

会

・
日 本 ハ

ム

Ｊ Ｒ 東 海 高 島
・
中 部 盆 栽 組

合
・
日 本 版 画

会

・ ・
つ む ら 工

芸
・
日 本 レ コ － ド 協

会

ＮＨＫきんきメディアプラ

・ＮＨＫコンピューターサービ

ＮＨＫサービスセンタ

・ ＮＨＫ情報ネットワー

・ Ｎ Ｈ Ｋ 共 同 ビ ジ ネ

・ＮＨＫちゅうごくソフトプラ

・ Ｎ Ｈ Ｋ 中 部 ブ レ ー ン

・ ＮＨＫテクニカルサービ

・ ＮＨＫ東北プランニン

・ ＮＨＫ名古屋ビルシステム

・ Ｎ Ｈ Ｋ プ ロ モ ー シ ョ

・ Ｎ Ｈ Ｋ 文 化 セ ン タ

・
近 鉄 タ ク シ

ー
・

ソ ニ

ー

・
ク ル ー ガ

ー
・
相 互 住

宅

・
Ｋ Ｄ Ｄ

Ｉ
・
総 合 シ ス テ ム 管

理

・
台

・
業

・
コールツプロダクショ

ン
・
タ ム ラ 製 作

所

・
江

綿
・
第 一 生

命

・
会

・
グ

・
国 際 自 動

車
・
大 成 建 設 名 古

屋

・
紺

文
・
大 和 自 動 車 交

通

・
機

・
ー

シーズコーポレーショ

ン

高 山 信 用 金

庫

・
ジ オ ン ・ グ ラ フ ィ ッ

ク
・
中 国 電

力

・
屋

ジ ャ パ ン メ ン テ ナ ン

ス

・ 野 村 證 ・

・ ノ ー リ ツ 鋼

・ 白 洋 ・

・ 花 岡 無 線 電

・ 阪 急 産

・ ピ ー プ ル ス タ ッ

・ ヒ サ ヤ 大 黒

・ 日 立 国 際 電

・ 富 士

・ 福 建

・ ブ ラ ザ ー 工

・ 文 祥 堂 印
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・ 堀内カラー互助・奉仕 ・ ＮＨＫ放送研修センタ

マ ス プ ロ 電 ・ Ｎ Ｈ Ｋ 北 海 道 ビ ジ ョ

・ 真 柄 建 ・国際メディアコーポレーショ

・

・

・

・

・ 日 本 放

・

・ テ

・

・

・

・

・

・

Ｎ Ｈ Ｋ ア イ テ ッ

・ デュケーショナ

・ＮＨＫエンジニアリングサービ

・ ＮＨＫエンタープライ

・ Ｎ Ｈ Ｋ 営 業 ビ

Ｋ オ フ ィ ス 企

 

・

松 坂 ・ 共 栄 サ ー ビ

松 下 電 器 産 ・ 総 合 ビ ジ ョ

丸 一 鋼 ・ 日 本 放 送 協 会 学

みずほコーポレート銀 ・ 日 本 放 送 協 会 共 済

三 越 名 古 屋 カ ン パ ニ ・ 送 出 版 協

三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 信 託 銀 ・ 日 本 文 字 放

明 電 ・ 放 送 衛 星 シ ス

森 平 舞 台 機

山 一 商

ヤ マ サ ち く

山 本 達

ヨコシネディーアイエ

吉 本 興

・ Ｎ Ｈ Ｋ ア ー

・

・ ＮＨＫインターナショナ

ＮＨＫエ

サ ー

・ Ｎ Ｈ

・ Ｎ Ｈ Ｋ 九 州 メ デ ィ
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１１．役 員 

（１）役員 年 3 月 31 日現在

 頼充  （元ＮＨＫ放送文化研究所長） 

伊東 律子  （元ＮＨ 事）

 有馬 大造  （元ＮＨ 森放

 （社会福 人旭川

 理事（非常勤）  小山内 美江子（シナリオライタ

田 一郎  社会福祉法人聴 ｾﾝﾀ 長 

                                   元社会保 庁長

勤）  原田 豊彦  （ＮＨＫ理事） 

  日向 英実  （ 制作

勤）  北郷 勲夫  （財団法人 害者スポーツ協会会長 

        元社会 庁長

三浦 文夫  （武蔵野大 授） 

  （ 人中 常務

      元国 体障害者 ﾝｾﾝﾀｰ ） 

 陽三  （株式会社ＮＨＫ

酬等の額 

ける当事業団の理事および監事に対する報酬等の内容は、以下のとおり

人 数 

 

体制（平成 18 ） 

 

 理 事 長     山下

 副理事長     Ｋ理  

 常務理事    Ｋ青 送局長） 

 理事（非常勤）  江草 安彦 祉法 荘理事長） 

ー） 

 理事（非常勤）  金 （ 力障害者情報文化 ｰ理事

険 官） 

 理事（非常

 理事（非常勤） ＮＨＫ番組 局長） 

 理事（非常 日本障

          保険 官） 

 理事（非常勤）  学名誉教

 監事（非常勤）  本田 章博 社会福祉法 央共同募金会 理事 

            立身 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ 管理部長

 監事（非常勤）  加藤 文化センター経理部長） 

 

（２）理事および監事に支払った報

 

  当該事業年度にお

です。 

対象者 報酬の額 

理 事 １２名 ３０百万円 

監 事  ２名 － 

    

 に退任した常勤理事1名 含まれてい

 名、監事２名には、報酬は支払っていません。 

 

 

 注）１．上記人数には、当期中 および非常勤理事1名が

ます。 

   ２．上記のうち、非常勤の理事８

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

27 



 

平 成 １７ 年 度  事 業 概 要 
 
 

事 業 項 目 実 施 回 数 参 加 者 数 ・  利 用 数 な ど 

１．障 害 者 福 祉 事 業（Ｐ．２～６）   

（１）こどもの相談会および療育キャンプ 

・定例相談会（大阪、名古屋、福岡）    

・療育キャンプの実施（名古屋） 

・ＬＤ相談会（東京・大阪）  

 

１３回 

１回 

６回 

 

相 談 件 数      ３６９件 

参 加 者         １９組 

相 談 件 数       ９４件 

（２）肢体不自由児者の療育活動  ４回 参 加 者       ３４７名 

（３）ＮＨＫハートフォーラム（障害・発達障害） １４回 参 加 者         ６,５７０名 

（４）ＮＨＫ障害福祉賞  

    第４０回記念イベントの実施 
 

応    募      ４２４編 

入    選       １１編 

参 加 者       １１０名 

（５）ＮＨＫハート展  
 

 

応    募    ４，８９８編   

巡 回 展      １２会場 

入 場 者   ７万５,３２４名 

（６）ＮＨＫハートストリート     １回 絵画出品数     ５６６点 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

（７）スポーツイベント 

・スポーツの集い 

・ＮＨＫハートスポーツフェスタ 

  

１回 

４回 

 

参 加 者    ３,８００名 

参 加 者    １,０００名 

２．高 齢 者 福 祉 事 業（Ｐ．７～８）      

（１）ＮＨＫ福祉フォーラム「公開すこやか長寿」     １０回 参 加 者       ４,２４４名 

（２）ＮＨＫハートフォーラム（高齢者） １１回 参 加 者       ４,９３３名 

（３）鎌田 實 いのちの対話     ４回 参 加 者    ２,３４１名 
 

（４）どう生きる高齢社会「銀の雫文芸賞」  応    募  ５６４編   入  選  ３編 

３．ボランティア 活 動 促 進 事 業（Ｐ．９）   

（１）ＮＨＫボランティアネット（受託事業）の運用  年間アクセス  ４,９０８,２９６  ページビュー 
 

（２）ＮＨＫハートフォーラム（ボランティア） ４回 参 加 者       ６５７名   

４．福祉情報の提供事業（Ｐ．１０～１３）   

（１）福祉ライブラリー活動  

・テープ ライブラリー （デイジー版含む） 

・ビデオ ライブラリー  

・聴覚障害者向け字幕ビデオ ライブラリー  

 

 

複 製  ２,６１３本 利 用  １７,４２０本 

複 製   １６５本 利 用   ８,２６７本 

複 製   ６ 番 組       

（２）ＮＨＫ福祉情報誌「ピ－ヴォ」の発行 ４回 発行部数        年 間  ３３,０００ 部 

（３）福祉ビデオの制作「ホスピス」  制 作     ２００ セット  ８００ 本  

 

（４）ホスピスガイドブックの配布  刷 成     ３０,０００ 部（通算２８万部刷成） 

 ５．チャリティー事業（Ｐ．１４～１５ ）   

（１）ＮＨＫ番組公開チャリティー  

「歌謡チャリティーコンサート」 

「おかあさんといっしょファミリーコンサート」 

 

２回 

１６回 

 

参 加 者     ３,３１１名 

参 加 者    ５１,４０５名 

 （２）事業団企画チャリティー 

「Ｎ響 第９ 演奏会」｢ＮＨＫ福祉大相撲｣  

「ＮＨＫチャリティー展」｢創作人形展 ドールファンタジ

ア」｢芸能人の多才な美術展」など 

２４回 ８ 種 類 

 ６．その他の支援事業（Ｐ．１６～２３）   

（１）ＮＨＫ歳末たすけあい 

ＮＨＫ海外たすけあい 
 

歳 末８億５,２５７万３,８２４円（８万５,３４９件） 

海 外７億６,５７８万８,０３５円（８万９４２件） 

（２）災害義援金受け付け  国 内 外 １０種      総 額 ５３９億３,４１４万 円

（３）災害救護事業  １回 災 害 救 援 物 資  １，０００ 本 

（４）地域福祉を支援する「わかば基金」    １５ グループ 支援金７８４万円(累 計２５０ｸﾞﾙｰﾌﾟ) 
 

（５）福祉機器などの寄贈  

・福祉車両「福祉相撲号」  

・車いす付き介護浴槽／視覚障害者用パソコン 

・チャリティー陶芸展による物品寄贈 

・ベトナムでの奨学金贈呈 

・｢別冊ＮＨＫウィークリーステラ・大相撲中継｣寄贈 

 

１回 

２回 

１回 

 

６回 

 

福祉相撲号１０団体 １０台（累 計２２３台） 

介護浴槽３施設／パソコンの贈呈 ２０施設･団体       

洗濯機の贈呈    ６か所 

ベトナムの学生  ４２０名（４か年累計） 

４,２９８部    ２，１４９施 設 

 
（６）催物への招待 

「ＮＨＫ福祉大相撲」「Ｎ響第９演奏会」など 

 

４回 

 

４種類         １,０１０名 

 


